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考
え
る
会
で
は
、
同
町
の

人
口
（
十
一
月
末
現
在
、
四

慮
岬

高レベル核廃棄物最終処分場

妬
監
嗣
討
臥
矧
矧

拓
七
な
い
ド

触
発
憎
冗
町
半
数
の
署
名
提
出

余
呉
町
が
原
発
か
ら
生
じ
る
高
レ
ベ
ル
核
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
文
献
調
査
受
け
入
れ
を
検

討
し
て
い
る
問
題
で
、
住
民
グ
ル
ー
プ
「
余
呉

の
明
日
を
考
え
る
会
」
は
五
日
、
同
町
議
会
を

訪
れ
、
三
国
宏
議
長
に
、
集
め
た
署
名
を
添
え

て
「
『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
施
設
』

の
国
の
公
募
に
応
じ
な
い
こ
と
を
求
め
る
」
請

願
書
を
手
渡
し
た
。
　
　
　
（
冨
田
伸
生
）

千
三
十
七
人
）
の
半
数
を
目

標
に
、
十
月
十
七
日
か
ら
醤

名
活
動
を
開
始
。
署
名
に
は

法
的
な
拘
束
力
は
な
い
が
十

二
月
四
日
現
在
、
町
内
が
二

千
百
十
四
人
、
町
外
が
三
千

九
百
二
十
八
人
分
の
署
名
が

集
ま
っ
た
と
い
う
。

中
山
克
己
、
村
上
宣
雄
両

世
話
人
が
町
議
会
を
訪
問
。

「
二
千
百
十
四
人
の
重
み
を

受
け
止
め
て
、
十
分
審
議
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
三
国

議
長
に
手
渡
し
た
。
同
会
で

は
同
様
の
要
望
書
を
畑
野
佐

久
郎
町
長
に
も
送
っ
た
。
ま

た
、
岐
阜
県
の
「
放
射
能
の

ゴ
ミ
は
い
ら
な
い
！
市
民
ネ

ッ
ト
岐
阜
」
と
「
く
ら
し

し
ぜ
ん
　
い
の
ち
　
岐
阜
県

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
全
国
か

ら
集
め
た
調
査
に
応
募
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
署
名
二
千

五
百
十
二
人
分
を
同
市
民
ネ

ッ
ト
岐
阜
の
兼
松
秀
代
代

表
が
三
国
議
長
に
手
渡
し

た
。考

え
る
会
で
は
、
今
後
も

署
名
活
動
を
続
け
、
十
二
月

議
会
開
会
前
日
の
十
二
日
に

も
、
追
加
の
署
名
を
届
け
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

放射性廃棄物
処分場誘致

反
対
の
署
名
剛
人

3
団
体
、
余
呉
町
議
長
に
提
出

余
呉
町
が
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を

誘
致
す
る
意
向
を
示
し
て
い

る
問
題
で
、
「
余
呉
の
明
日

を
考
え
る
会
」
　
（
中
山
克
己

世
帯
人
）
な
ど
3
団
体
が
5

日
、
誘
致
に
反
対
す
る
町
内

外
の
約
8
5
0
0
人
の
署
名

を
添
え
、
候
補
地
に
応
募
し

な
い
よ
う
求
め
る
請
願
書
を

三
国
宏
議
長
に
出
し
た
。
畑

野
佐
久
郎
町
長
あ
て
に
も
同

じ
趣
旨
の
要
望
膏
を
提
出
し

た
。署

名
集
め
は
、
考
え
る
会

の
ほ
か
、
「
放
射
能
の
ゴ
ミ

は
い
ら
な
い
ー
・
市
民
ネ
ッ
ト

・
岐
阜
」
な
ど
岐
阜
県
の
2

団
体
も
取
り
組
ん
だ
。
考
え

る
会
が
集
め
た
署
名
6
0
4

2
人
分
の
う
ち
、
町
民
は
2

1
1
4
人
分
で
、
1
1
月
末
現

在
の
人
口
（
4
0
3
7
人
）

の
過
半
数
と
い
う
。

請
願
書
は
、
放
射
性
廃

棄
物
の
有
効
な
処
分
方
法
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
▽
放
射

能
が
漏
れ
れ
ば
影
響
は
近
畿

一
円
に
広
が
る
▽
調
査
に
い

っ
た
ん
応
募
す
れ
ば
町
長
や

住
民
の
拒
否
権
が
な
く
な
る

13版▲

と
と
な
ど
を
挙
げ
、
応
募
に

同
意
で
き
な
い
と
し
て
い

る
。
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